
〇調査票の配布・回答状況

草　津　市

2018年調査

2013年調査

2008年調査

2003年調査

調査
対象者数

3,000件

3,157件

2,853件

2,725件 －

有効回答数

1,193件

1,369件

1,040件

1,220件

有効回答率

40.0%

43.7%

36.5%

44.8%

　「人権・同和問題」に関する市民意識調査は、今後の人権教育、啓発活動の基礎資
料として活用することを目的とし、昭和５８年（１９８３年）以降、５年ごとに実施
しているもので、今回で８回目です。
　この【資料編】は、過去３回（２００３年、２００８年、２０１３年）と今回の
（２０１８年）の調査結果を比較したものです。
　ただし、設問の内容について、似ているものは、同じものとして比較しておりま
す。

実配布件数

2,983件

3,134件

－

平成３０年度

「人権・同和問題」に関する市民意識調査報告書

【資料編】



質問１．差別についての考え方

Ａ．母子家庭に対する就職差別（就職試験と母子家庭）

差別だと思
う

差別だとは
言えないと
思う

いちがいに
差別とは言
えない

無回答 合計

854 7 292 40 1,193
71.6% 0.6% 24.5% 3.4% 100.0%
887 22 419 41 1,369

64.8% 1.6% 30.6% 3.0% 100.0%
71 1 20 1 93

76.3% 1.1% 21.5% 1.1% 100.0%
821 21 339 39 1,220

67.3% 1.7% 27.8% 3.2% 100.0%

Ｂ．性による管理職登用の差別（管理職登用と性別）

差別だと思
う

差別だとは
言えないと
思う

いちがいに
差別とは言
えない

無回答 合計

889 24 237 43 1,193
74.5% 2.0% 19.9% 3.6% 100.0%
942 22 366 39 1,369

68.8% 1.6% 26.7% 2.8% 100.0%
739 29 243 29 1,040

71.1% 2.8% 23.4% 2.8% 100.0%
837 46 306 31 1,220

68.6% 3.8% 25.1% 2.5% 100.0%

Ｃ．職業差別（子どもの勉強と職業）

差別だと思
う

差別だとは
言えないと
思う

いちがいに
差別とは言
えない

無回答 合計

1,041 29 109 14 1,193
87.3% 2.4% 9.1% 1.2% 100.0%

1,152 58 132 27 1,369
84.1% 4.2% 9.6% 2.0% 100.0%
885 43 85 27 1,040

85.1% 4.1% 8.2% 2.6% 100.0%
1,042 62 85 31 1,220
85.4% 5.1% 7.0% 2.5% 100.0%

Ｄ．同和地区の忌避意識（住宅と同和地区）

差別だと思
う

差別だとは
言えないと
思う

いちがいに
差別とは言
えない

無回答 合計

502 206 446 39 1,193
42.1% 17.3% 37.4% 3.3% 100.0%
505 228 592 44 1,369

36.9% 16.7% 43.2% 3.2% 100.0%
534 119 324 63 1,040

51.3% 11.4% 31.2% 6.1% 100.0%
612 178 379 51 1,220

50.2% 14.6% 31.1% 4.2% 100.0%

Ｅ．障害者差別（反対運動と障害児（者）施設）

差別だと思
う

差別だとは
言えないと
思う

いちがいに
差別とは言
えない

無回答 合計

792 52 330 19 1,193
66.4% 4.4% 27.7% 1.6% 100.0%
952 59 318 40 1,369

69.5% 4.3% 23.2% 2.9% 100.0%
763 27 205 45 1,040

73.4% 2.6% 19.7% 4.3% 100.0%
925 33 215 47 1,220

75.8% 2.7% 17.6% 3.9% 100.0%

2018年調査

2018年調査

2018年調査

2013年調査

2008年調査

■過去３回の調査と比較すると、平均スコアは前回に次いで低
く、「差別だとは言えないと思う」に近い意識となっている。

2003年調査

2003年調査

2013年調査

2008年調査

2013年調査

2018年調査

2018年調査

2013年調査

2008年調査

2003年調査

2013年調査

2008年調査

■過去３回の調査と比較すると、平均スコアは前回に比べて0.04
ポイント低下して、過去４回の調査で最低の数値となっており、
横ばいないし低下の傾向が見られる。

2003年調査

2003年調査

2008年調査

■過去３回の調査と比較すると、平均スコアはほぼ横ばいだった
過去３回よりやや上昇している。

■過去３回の調査と比較すると、前回低下していた平均スコア
は、再び上昇に転じており、2008年度と並んで「差別だと思う」
意識が最も強くなっている。

■過去３回の調査と比較すると、平均スコアはおおむね上昇傾向
となっている。

注）本文中の「平均スコア」は、「差別だと思う」に３点、「いちがいには言えない」に２点、「差別だと言えないと思う」に
　　１点と配点し、「無回答」を除いた回答者を集計母数として算出

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

差別だと思う

差別だとは言えないと思う

いちがいに差別とは言えない

無回答

2003年調査 2008年調査 2013年調査 2018年調査

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

差別だと思う

差別だとは言えないと思う

いちがいに差別とは言えない

無回答

2003年調査 2008年調査 2013年調査 2018年調査

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

差別だと思う

差別だとは言えないと思う

いちがいに差別とは言えない

無回答

2003年調査 2008年調査 2013年調査 2018年調査

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

差別だと思う

差別だとは言えないと思う

いちがいに差別とは言えない

無回答

2003年調査 2008年調査 2013年調査 2018年調査

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

差別だと思う

差別だとは言えないと思う

いちがいに差別とは言えない

無回答

2003年調査 2008年調査 2013年調査 2018年調査
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Ｆ．身元調査（身元調査と結婚）

差別だと思
う

差別だとは
言えないと
思う

いちがいに
差別とは言
えない

無回答 合計

360 419 391 23 1,193
30.2% 35.1% 32.8% 1.9% 100.0%
459 458 412 40 1,369

33.5% 33.5% 30.1% 2.9% 100.0%
430 306 252 52 1,040

41.3% 29.4% 24.2% 5.0% 100.0%
409 454 323 34 1,220

33.5% 37.2% 26.5% 2.8% 100.0%

質問２．風習に対する意識

Ａ．結婚の相手を決めるときに、家柄が良いとか、良くないとかいう風習

当然のこと
と思う

おかしいと
思うが、自
分だけ反対
しても仕方
がないと思
う

間違ってい
ると思う
し、なくし
ていかなけ
ればならな
いと思う

聞いたこと
がない

無回答 合計

153 347 599 53 41 1,193
12.8% 29.1% 50.2% 4.4% 3.4% 100.0%
104 368 783 44 70 1,369
7.6% 26.9% 57.2% 3.2% 5.1% 100.0%
86 229 616 33 76 1,040

8.3% 22.0% 59.2% 3.2% 7.3% 100.0%
99 316 730 --- 75 1,220

8.1% 25.9% 59.8% --- 6.1% 100.0%

Ｂ．結婚式は「大安」の日でないと良くないという風習

当然のこと
と思う

おかしいと
思うが、自
分だけ反対
しても仕方
がないと思
う

間違ってい
ると思う
し、なくし
ていかなけ
ればならな
いと思う

聞いたこと
がない

無回答 合計

153 450 491 57 42 1,193
12.8% 37.7% 41.2% 4.8% 3.5% 100.0%
200 534 518 36 81 1,369

14.6% 39.0% 37.8% 2.6% 5.9% 100.0%
148 363 430 26 73 1,040

14.2% 34.9% 41.3% 2.5% 7.0% 100.0%
157 472 514 --- 77 1,220

12.9% 38.7% 42.1% --- 6.3% 100.0%

Ｃ．結婚の相手を決めるときに、年まわりが良いとか、良くないとかいう風習

当然のこと
と思う

おかしいと
思うが、自
分だけ反対
しても仕方
がないと思
う

間違ってい
ると思う
し、なくし
ていかなけ
ればならな
いと思う

聞いたこと
がない

無回答 合計

61 215 510 371 36 1,193
5.1% 18.0% 42.7% 31.1% 3.0% 100.0%
53 241 636 374 65 1,369

3.9% 17.6% 46.5% 27.3% 4.7% 100.0%
64 164 533 204 75 1,040

6.2% 15.8% 51.3% 19.6% 7.2% 100.0%
87 283 761 --- 89 1,220

7.1% 23.2% 62.4% --- 7.3% 100.0%

Ｄ．「ひのえうま」の生まれということで、結婚することをいやがる風習

当然のこと
と思う

おかしいと
思うが、自
分だけ反対
しても仕方
がないと思
う

間違ってい
ると思う
し、なくし
ていかなけ
ればならな
いと思う

聞いたこと
がない

無回答 合計

16 113 649 387 28 1,193
1.3% 9.5% 54.4% 32.4% 2.3% 100.0%
17 159 728 424 41 1,369

1.2% 11.6% 53.2% 31.0% 3.0% 100.0%
20 95 650 221 54 1,040

1.9% 9.1% 62.5% 21.3% 5.2% 100.0%
19 197 919 --- 85 1,220

1.6% 16.1% 75.3% --- 7.0% 100.0%

2003年調査

2018年調査

2013年調査

2008年調査

2003年調査

2018年調査

2008年調査

2018年調査

2003年調査

2013年調査

2008年調査

2003年調査

2018年調査

■過去３回の調査と比較すると、今回は前回と比べて0.02ポイント上昇し
ており、「間違っていると思うし、なくしていかなければならないと思
う」意識はほぼ2.80点前後で一定している。

2013年調査

2008年調査

■過去３回の調査と比較すると、平均スコアは前回に比べて0.05
ポイント低下し、「差別だとは言えないと思う」という意識に
なっている。

2013年調査

2018年調査

2013年調査

2008年調査

2003年調査

■過去３回の調査と比較すると、平均スコアは毎回上昇してきていたが今
回は前回より0.06ポイント低下し、「間違っていると思うし、なくしてい
かなければならないと思う」意識が弱まっている。

注）本文中の「平均スコア」は、「当然のことと思う（いつも気にしている）」に１点、「おかしいと思うが、自分だけ反対しても仕
方がないと思う」に２点、「間違っていると思うし、なくしていかなければならないと思う」に３点と配点し、「無回答」を除いた回
答者を集計母数として算出

■過去３回の調査と比較すると、平均スコアは今回が最も低く、「間違っ
ていると思うし、なくしていかなければならないと思う」意識が最も弱
い。

■過去３回の調査と比較すると、平均スコアは前回より0.06ポイント上昇
し、過去４回の調査では2003年と並んで、「間違っていると思うし、なく
していかなければならないと思う」意識が強くなっている。

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

差別だと思う

差別だとは言えないと思う

いちがいに差別とは言えない

無回答

2003年調査 2008年調査 2013年調査 2018年調査

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

当然のことと思う

おかしいと思うが、

自分だけ反対しても仕方がないと思う

間違っていると思うし、

なくしていかなければならないと思う

聞いたことがない

無回答

2003年調査 2008年調査 2013年調査 2018年調査

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

当然のことと思う

おかしいと思うが、

自分だけ反対しても仕方がないと思う

間違っていると思うし、

なくしていかなければならないと思う

聞いたことがない

無回答

2003年調査 2008年調査 2013年調査 2018年調査

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

当然のことと思う

おかしいと思うが、

自分だけ反対しても仕方がないと思う

間違っていると思うし、

なくしていかなければならないと思う

聞いたことがない

無回答

2003年調査 2008年調査 2013年調査 2018年調査

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

当然のことと思う

おかしいと思うが、

自分だけ反対しても仕方がないと思う

間違っていると思うし、

なくしていかなければならないと思う

聞いたことがない

無回答

2003年調査 2008年調査 2013年調査 2018年調査
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Ｅ．「友引」の日に葬式をしてはいけないという風習

当然のこと
と思う

おかしいと
思うが、自
分だけ反対
しても仕方
がないと思
う

間違ってい
ると思う
し、なくし
ていかなけ
ればならな
いと思う

聞いたこと
がない

無回答 合計

244 436 369 102 42 1,193
20.5% 36.5% 30.9% 8.5% 3.5% 100.0%
333 544 345 99 48 1,369

24.3% 39.7% 25.2% 7.2% 3.5% 100.0%
247 375 285 65 68 1,040

23.8% 36.1% 27.4% 6.3% 6.5% 100.0%
315 496 335 --- 74 1,220

25.8% 40.7% 27.5% --- 6.1% 100.0%

Ｆ．家を建てるときに、方角が良いとか、良くないとかいう風習

当然のこと
と思う

おかしいと
思うが、自
分だけ反対
しても仕方
がないと思
う

間違ってい
ると思う
し、なくし
ていかなけ
ればならな
いと思う

聞いたこと
がない

無回答 合計

386 404 291 65 47 1,193
32.4% 33.9% 24.4% 5.4% 3.9% 100.0%
490 427 324 55 73 1,369

35.8% 31.2% 23.7% 4.0% 5.3% 100.0%
378 266 279 44 73 1,040

36.3% 25.6% 26.8% 4.2% 7.0% 100.0%
439 379 315 --- 87 1,220

36.0% 31.1% 25.8% --- 7.1% 100.0%

質問３．「人権が尊重される」ということの意味の認識（複数回答）

国や自治体
などから干
渉されず、
自由に生活
できること

差別されな
い、平等で
あること

個人として
尊重される
こと

個人の持つ
可能性を発
揮する機会
が認められ
ること

多様な価値
観が認めら
れること

健康で文化
的な最低限
度の生活を
送ることが
できること

その他 わからない 集計母数

292 847 882 670 757 696 25 25 1,193
24.5% 71.0% 73.9% 56.2% 63.5% 58.3% 2.1% 2.1% 100.0%
512 984 963 759 717 802 24 22 1,369

37.4% 71.9% 70.3% 55.4% 52.4% 58.6% 1.8% 1.6% 100.0%

質問４．５年以内に自身が人権侵害を受けた経験の有無
ある ない 無回答 合計

150 998 45 1,193
12.6% 83.7% 3.8% 100.0%
161 1,141 67 1,369

11.8% 83.3% 4.9% 100.0%

質問４－１．あなたが受けた人権侵害の場面

家庭で
地域社会や
公共の場で

学校で 職場で
行政手続き
や行政の対
応で

福祉・医療
サービスで

インター
ネット上で

その他 無回答 合計

22 37 14 77 4 9 1 13 --- 150
14.7% 24.7% 9.3% 51.3% 2.7% 6.0% 0.7% 8.7% --- 100.0%

14 39 14 67 8 2 3 6 8 161
8.7% 24.2% 8.7% 41.6% 5.0% 1.2% 1.9% 3.7% 5.0% 100.0%

2018年調査

2003年調査

■地域別にみると、人権侵害を受けた経験が「ある」人は矢倉小
学校区が19.5％で最も多く、次いで、笠縫東小学校区が18.7％
で、他の地域に比べて人権侵害を受けた人がやや多い。
■年齢別にみると、20歳代（16.8％）が最も多く、次いで50歳代
（14.8％）となっている。

2013年調査

2018年調査

2018年調査

2013年調査

■過去３回の調査と比較すると、平均スコアは今回が最も高く、「間違っ
ていると思うし、なくしていかなければならないと思う」意識が最も強
い。

■過去３回の調査と比較すると、平均スコアは今回が最も高く、「当然の
ことと思う」意識が多少弱まっている。

2013年調査

2018年調査

2008年調査

2008年調査

■「個人として尊重されること」
が73.9％で最も多く、以下、「差
別されない、平等であること」、
「多様な価値観が認められるこ
と」、「健康で文化的な最低限度
の生活を送ることができるこ
と」、「個人の持つ可能性を発揮
する機会が認められること」、の
順となっている。

2013年調査

2018年調査

2013年調査

2003年調査

■「職場で」が51.3％で最も多く、以下、「地域社会や
公共の場で」、「家庭で」、「学校で」、「福祉・医療
サービスで」の順となっている。
■男女ともに「職場で」が最も多いが、男性が女性に比
べて4.0ポイント多く、また、「地域や公共の場で」は
女性が男性に比べて8.1ポイント多い。

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

当然のことと思う

おかしいと思うが、

自分だけ反対しても仕方がないと思う

間違っていると思うし、

なくしていかなければならないと思う

聞いたことがない

無回答

2003年調査 2008年調査 2013年調査 2018年調査

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

当然のことと思う

おかしいと思うが、

自分だけ反対しても仕方がないと思う

間違っていると思うし、

なくしていかなければならないと思う

聞いたことがない

無回答

2003年調査 2008年調査 2013年調査 2018年調査

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

国や自治体などから干渉されず、自由に生活できること

差別されない、平等であること

個人として尊重されること

個人の持つ可能性を発揮する機会が認められること

多様な価値観が認められること

健康で文化的な最低限度の生活を送ることができること

その他

わからない

2013年調査 2018年調査

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

ある

ない

無回答

2013年調査 2018年調査

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

家庭で

地域社会や公共の場で

学校で

職場で

行政手続きや行政の対応で

福祉・医療サービスで

インターネット上で

その他

無回答

2013年調査 2018年調査
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質問４－２．あなたが受けた人権侵害の内容
あらぬうわ
さ、悪口で
傷つけられ
た

暴力を振る
われた

脅迫・無理
強いされた

差別的な扱
いを受けた

仲間はず
し、いじ
め、嫌がら
せを受けた

プライバ
シーを侵害
された

セクシュア
ル・ハラス
メントを受
けた

パワー・ハ
ラスメント
を受けた

その他 無回答 合計

35 9 12 34 34 13 13 41 25 --- 150
23.3% 6.0% 8.0% 22.7% 22.7% 8.7% 8.7% 27.3% 16.7% --- 100.0%

36 4 8 28 26 18 17 --- 16 8 161
22.4% 2.5% 5.0% 17.4% 16.1% 11.2% 10.6% --- 9.9% 5.0% 100.0%

質問４－３．人権侵害を受けたときにとった対応（複数回答）

相手に抗議
した

身近な人に
相談した

人権セン
ター・市役
所に相談し
た

所属する会
社や学校の
相談室など
に相談した

弁護士に相
談した

警察に相談
した

法務局、人
権擁護委員
に相談した

その他
黙ってがま
んした

集計母数

29 53 6 11 1 4 1 19 75 150
19.3% 35.3% 4.0% 7.3% 0.7% 2.7% 0.7% 12.7% 50.0% 100.0%

34 56 6 4 5 3 5 13 74 161
21.1% 34.8% 3.7% 2.5% 3.1% 1.9% 3.1% 8.1% 46.0% 100.0%

質問５．「男は仕事、女は家庭」という考えに対する意識

賛成
どちらかと
言えば賛成

どちらかと
言えば反対

反対 わからない 無回答 合計

11 215 386 407 155 19 1,193
0.9% 18.0% 32.4% 34.1% 13.0% 1.6% 100.0%
31 342 415 391 152 38 1,369

2.3% 25.0% 30.3% 28.6% 11.1% 2.8% 100.0%

質問６．男女平等に対する評価
Ａ．家庭生活

十分平等に
なっている

ある程度平
等になって
いる

あまり平等
になってい
ない

全く平等に
なっていな
い

わからない 無回答 合計

40 331 520 249 40 13 1,193
3.4% 27.7% 43.6% 20.9% 3.4% 1.1% 100.0%
51 415 593 200 70 40 1,369

3.7% 30.3% 43.3% 14.6% 5.1% 2.9% 100.0%

■男女ともに「反対の立場」の人が半数以上を占めてい
るが、「賛成の立場」の人は、男性が女性に比べて6.3
ポイント多く、「反対の立場」の人は、女性が男性に比
べて6.0ポイント多い。

2018年調査

2018年調査

2013年調査

2013年調査

■「パワー・ハラスメントを受けた」が27.3％で最も多
く、以下、「あらぬうわさ、悪口で傷つけられた」、
「差別的な扱いを受けた」、「仲間はずし、いじめ、嫌
がらせを受けた」の順となっている。
■男性では「差別的な扱いを受けた」、女性では「パ
ワー・ハラスメントを受けた」が多い。

■男女ともに「黙ってがまんした」が最多で、女性が男
性に比べて7.3ポイント多い。次いで、男女ともに「身
近な人に相談した」となっており、女性が男性に比べて
11.7ポイント多い。

2013年調査

2018年調査

2018年調査

2013年調査

■男女ともに「平等になっていない」と思っている人が
「平等になっている」と思っている人に比べて多く、半
数以上を占めている。
■「平等になっていない」という意識は女性がより強
い。

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30%

あらぬうわさ、悪口で傷つけられた

暴力を振るわれた

脅迫・無理強いされた

差別的な扱いを受けた

仲間はずし、いじめ、嫌がらせを受けた

プライバシーを侵害された

セクシュアル・ハラスメントを受けた

パワー・ハラスメントを受けた

その他

無回答

2013年調査 2018年調査

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

相手に抗議した

身近な人に相談した

人権センター・市役所に相談した

所属する会社や学校の相談室などに相談した

弁護士に相談した

警察に相談した

法務局、人権擁護委員に相談した

その他

黙ってがまんした

2013年調査 2018年調査

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

賛成

どちらかと言えば賛成

どちらかと言えば反対

反対

わからない

無回答

2013年調査 2018年調査

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

十分平等になっている

ある程度平等になっている

あまり平等になっていない

全く平等になっていない

わからない

無回答

2013年調査 2018年調査
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Ｂ．職場
十分平等に
なっている

ある程度平
等になって
いる

あまり平等
になってい
ない

全く平等に
なっていな
い

わからない 無回答 合計

50 369 466 145 129 34 1,193
4.2% 30.9% 39.1% 12.2% 10.8% 2.8% 100.0%
52 399 555 171 129 63 1,369

3.8% 29.1% 40.5% 12.5% 9.4% 4.6% 100.0%

Ｃ．学校教育
十分平等に
なっている

ある程度平
等になって
いる

あまり平等
になってい
ない

全く平等に
なっていな
い

わからない 無回答 合計

203 530 141 43 233 43 1,193
17.0% 44.4% 11.8% 3.6% 19.5% 3.6% 100.0%
239 606 142 26 280 76 1,369

17.5% 44.3% 10.4% 1.9% 20.5% 5.6% 100.0%

Ｄ．地域活動
十分平等に
なっている

ある程度平
等になって
いる

あまり平等
になってい
ない

全く平等に
なっていな
い

わからない 無回答 合計

86 425 339 121 194 28 1,193
7.2% 35.6% 28.4% 10.1% 16.3% 2.3% 100.0%
81 517 412 93 217 49 1,369

5.9% 37.8% 30.1% 6.8% 15.9% 3.6% 100.0%

Ｅ．しきたりや慣習
十分平等に
なっている

ある程度平
等になって
いる

あまり平等
になってい
ない

全く平等に
なっていな
い

わからない 無回答 合計

39 246 408 221 248 31 1,193
3.3% 20.6% 34.2% 18.5% 20.8% 2.6% 100.0%
46 322 473 156 311 61 1,369

3.4% 23.5% 34.6% 11.4% 22.7% 4.5% 100.0%

Ｆ．法律や制度
十分平等に
なっている

ある程度平
等になって
いる

あまり平等
になってい
ない

全く平等に
なっていな
い

わからない 無回答 合計

50 320 369 184 235 35 1,193
4.2% 26.8% 30.9% 15.4% 19.7% 2.9% 100.0%
68 402 393 123 320 63 1,369

5.0% 29.4% 28.7% 9.0% 23.4% 4.6% 100.0%

2013年調査

2013年調査

2013年調査

2018年調査

■男性は「平等になっている」と思っている人と「平等
になっていない」と思っている人が同数（41.2％）と
なっている。一方、女性は「平等になっていない」と
思っている人が50.0％となっている。
■「平等になっていない」という意識は女性がより強
い。

2018年調査

2018年調査

2013年調査

2018年調査

■男女ともに「平等になっていない」と思っている人が
「平等になっている」と思っている人に比べて多く、女
性は半数以上を占めている。
■「平等になっていない」という意識は女性がより強
い。

2013年調査

■男女ともに「平等になっている」と思っている人が
「平等になっていない」と思っている人に比べて多く、
男性が女性に比べて12.3ポイント多い。
■「平等になっている」という意識は女性がやや弱い。

■男性は「平等になっている」と思っている人が多く、
女性は「平等になっていない」と思っている人が多い。
■「平等になっている」という意識は女性がやや弱い。

2018年調査

■男女ともに「平等になっていない」と思っている人が
「平等になっている」と思っている人に比べて多い。
■「平等になっていない」という意識は女性がより強
い。

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

十分平等になっている

ある程度平等になっている

あまり平等になっていない

全く平等になっていない

わからない

無回答

2013年調査 2018年調査

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

十分平等になっている

ある程度平等になっている

あまり平等になっていない

全く平等になっていない

わからない

無回答

2013年調査 2018年調査

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

十分平等になっている

ある程度平等になっている

あまり平等になっていない

全く平等になっていない

わからない

無回答

2013年調査 2018年調査

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

十分平等になっている

ある程度平等になっている

あまり平等になっていない

全く平等になっていない

わからない

無回答

2013年調査 2018年調査

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

十分平等になっている

ある程度平等になっている

あまり平等になっていない

全く平等になっていない

わからない

無回答

2013年調査 2018年調査
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質問７．女性の人権に関する相談窓口の認知状況
Ａ．女性総合相談（草津市男女共同参画課）

知っている 知らない 無回答 合計

242 912 39 1,193
20.3% 76.4% 3.3% 100.0%

Ｂ．市民相談室（草津市役所生活安心課）
知っている 知らない 無回答 合計

527 628 38 1,193
44.2% 52.6% 3.2% 100.0%
716 593 60 1,369

52.3% 43.3% 4.4% 100.0%

Ｃ．家庭児童相談室（草津市子ども家庭課）
知っている 知らない 無回答 合計

672 479 42 1,193
56.3% 40.2% 3.5% 100.0%
674 614 81 1,369

49.2% 44.9% 5.9% 100.0%

Ｄ．人権相談（市立人権センター）
知っている 知らない 無回答 合計

696 462 35 1,193
58.3% 38.7% 2.9% 100.0%
793 504 72 1,369

57.9% 36.8% 5.3% 100.0%

Ｅ．心配ごと相談（草津市社会福祉協議会）
知っている 知らない 無回答 合計

353 797 43 1,193
29.6% 66.8% 3.6% 100.0%
435 858 76 1,369

31.8% 62.7% 5.6% 100.0%

Ｆ．配偶者暴力相談支援センター（滋賀県）
知っている 知らない 無回答 合計

239 903 51 1,193
20.0% 75.7% 4.3% 100.0%
267 1,024 78 1,369

19.5% 74.8% 5.7% 100.0%

Ｇ．草津警察署生活安全課
知っている 知らない 無回答 合計

602 555 36 1,193
50.5% 46.5% 3.0% 100.0%
702 594 73 1,369

51.3% 43.4% 5.3% 100.0%

2018年調査

2018年調査

2018年調査

2018年調査

2018年調査

2013年調査

■男女ともに「知らない」が半数以上を占めており、男
女差は小さい。

2018年調査

2018年調査

■男女ともに「知っている」が半数以上を占めており、
女性が男性に比べて8.3ポイント多い。

■男女ともに「知っている」が半数以上を占めており、
女性が男性に比べて5.3ポイント多い。

■男女ともに「知らない」が７割以上を占めており、男
性が女性に比べて6.1ポイント多い。

2013年調査

2013年調査

■男女ともに「知らない」が６割以上を占めており、男
性が女性に比べて8.8ポイント多い。

■男女ともに「知らない」が７割以上を占めており、男
性が女性に比べて10.9ポイント多い。

■男性は「知っている」が54.9％となっており、「知ら
ない」を上回っている。一方、女性はわずかに「知らな
い」のほうが多い。また、「知っている」は、女性が男
性に比べて7.9ポイント少ない。

2013年調査

2013年調査

2013年調査

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

知っている

知らない

無回答

2013年調査 2018年調査

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

知っている

知らない

無回答

2013年調査 2018年調査

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

知っている

知らない

無回答

2013年調査 2018年調査

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

知っている

知らない

無回答

2013年調査 2018年調査

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

知っている

知らない

無回答

2013年調査 2018年調査

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

知っている

知らない

無回答

2013年調査 2018年調査

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

知っている

知らない

無回答

2018年調査
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Ｈ．女性の人権ホットライン（大津地方法務局）
知っている 知らない 無回答 合計

216 930 47 1,193
18.1% 78.0% 3.9% 100.0%
269 1,024 76 1,369

19.6% 74.8% 5.6% 100.0%

質問８．ＤＶ（ドメスティックバイオレンス）に該当すると思う事項
Ａ．大声で怒鳴って威嚇する

ＤＶだと思
う

ＤＶだとは
思わない

いちがいに
は言えない

無回答 合計

838 44 284 27 1,193
70.2% 3.7% 23.8% 2.3% 100.0%
867 93 358 51 1,369

63.3% 6.8% 26.2% 3.7% 100.0%

Ｂ．何を言っても長時間無視し続ける
ＤＶだと思
う

ＤＶだとは
思わない

いちがいに
は言えない

無回答 合計

761 87 314 31 1,193
63.8% 7.3% 26.3% 2.6% 100.0%
738 173 397 61 1,369

53.9% 12.6% 29.0% 4.5% 100.0%

Ｃ．交友関係や電話を細かく監視する
ＤＶだと思
う

ＤＶだとは
思わない

いちがいに
は言えない

無回答 合計

764 100 297 32 1,193
64.0% 8.4% 24.9% 2.7% 100.0%
818 130 355 66 1,369

59.8% 9.5% 25.9% 4.8% 100.0%

Ｄ．相手が嫌がっているのに性的な行為を強要する
ＤＶだと思
う

ＤＶだとは
思わない

いちがいに
は言えない

無回答 合計

1,098 9 54 32 1,193
92.0% 0.8% 4.5% 2.7% 100.0%

1,189 22 100 58 1,369
86.9% 1.6% 7.3% 4.2% 100.0%

2018年調査

2018年調査

2013年調査

■男女ともに「ＤＶだと思う」が半数以上を占めてい
る。また、男女差は小さい。一方、「ＤＶだと思わな
い」は、男女ともに１割未満となっている。

■男女ともに「ＤＶだと思う」が半数以上を占めてい
る。女性が男性に比べて4.2ポイント多い。一方、「Ｄ
Ｖだと思わない」は、男性が10.4％となっている。

2013年調査

2018年調査

■男女ともに「ＤＶだと思う」が９割以上を占めてい
る。
■年齢別にみると、いずれの年代でも「ＤＶだと思う」
が８割以上を占めており、20歳代が最も多い。

■男女ともに「ＤＶだと思う」が半数以上を占めてい
る。女性が男性に比べて12.4ポイント多い。一方、「Ｄ
Ｖだと思わない」は、男性が13.9％となっている。

2013年調査

2013年調査

2018年調査

■男女ともに「知らない」が７割以上を占めており、男
性が女性に比べて9.3ポイント多い。

2013年調査

2018年調査

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

知っている

知らない

無回答

2013年調査 2018年調査

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

ＤＶだと思う

ＤＶだとは思わない

いちがいには言えない

無回答

2013年調査 2018年調査

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

ＤＶだと思う

ＤＶだとは思わない

いちがいには言えない

無回答

2013年調査 2018年調査

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

ＤＶだと思う

ＤＶだとは思わない

いちがいには言えない

無回答

2013年調査 2018年調査

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

ＤＶだと思う

ＤＶだとは思わない

いちがいには言えない

無回答

2013年調査 2018年調査
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Ｅ．十分な生活費を渡さない
ＤＶだと思
う

ＤＶだとは
思わない

いちがいに
は言えない

無回答 合計

840 54 262 37 1,193
70.4% 4.5% 22.0% 3.1% 100.0%
871 96 335 67 1,369

63.6% 7.0% 24.5% 4.9% 100.0%

質問９．子どもに関して、人権尊重の観点から見て問題があると思うこと（３つまでの複数回答）
習い事や塾
を決めると
き、子ども
の意見を聞
かずに決め
る

言うことを
聞かないか
らしつけの
ためにたた
く

子どもに
「生まれて
こなければ
よかったの
に」と言う

子どもに十
分な食事を
与えない

子どもの前
で配偶者
（妻・夫）
に暴力をふ
るう

わいせつな
写真の載っ
た雑誌を子
どもに見せ
る

深夜に子ど
もを連れて
外出をする

その他 特にない わからない 集計母数

214 426 972 946 580 246 71 10 12 9 1,193
17.9% 35.7% 81.5% 79.3% 48.6% 20.6% 6.0% 0.8% 1.0% 0.8% 100.0%
196 306 1,009 1,003 577 269 103 4 21 7 1,369

14.3% 22.4% 73.7% 73.3% 42.1% 19.6% 7.5% 0.3% 1.5% 0.5% 100.0%

質問10．子どもに対するいじめをなくすために重要と思う対策（３つまでの複数回答）

幼児期から
他人への思
いやりを身
につける

子どもが安
心して暮ら
せる家庭づ
くりに努め
る

地域全体で
子どもを守
り育てる

子どもの個
性、特性を
尊重する教
育を推進す
る

「いじめは
絶対許さな
い」という
意識の徹底
を図る

異質なもの
を排除する
社会の考え
を改める

その他
何をしても
いじめはな
くならない

特にない わからない 集計母数

770 606 426 457 518 352 41 140 5 25 1,193
64.5% 50.8% 35.7% 38.3% 43.4% 29.5% 3.4% 11.7% 0.4% 2.1% 100.0%
929 632 454 378 622 332 36 213 3 12 1,369

67.9% 46.2% 33.2% 27.6% 45.4% 24.3% 2.6% 15.6% 0.2% 0.9% 100.0%

2013年調査

■年齢別にみると、いずれの年代でも「幼児期から他人
への思いやりを身につける」が最も多く、６割以上を占
めている。次いで20歳代では「子どもの個性、特性を尊
重する教育を推進する」、50歳代では「『いじめは絶対
許さない』という意識の徹底を図る」、それ以外の年代
では「子どもが安心して暮らせる家庭づくりに努める」
が多い。一方、30歳代～50歳代では「何をしてもいじめ
はなくならない」がそれぞれ１割以上となっている。

2013年調査

2018年調査

2018年調査

2013年調査

■子どもに関して、人権尊重の観点からみて問題がある
と思うことをたずねたところ、「子どもに『生まれてこ
なければよかったのに』と言う」、「子どもに十分な食
事を与えない」、「子どもの前で配偶者（妻・夫）に暴
力をふるう」、「言うことを聞かないからしつけのため
にたたく」の順になっている。
■年齢別にみると、いずれの年代でも「子どもに『生ま
れてこなければよかったのに』と言う」と「子どもに十
分な食事を与えない」が上位２項目であり、それぞれ６
割以上を占めている。

2018年調査

■男女ともに「ＤＶだと思う」が半数以上を占めてい
る。女性が男性に比べて8.7ポイント多い。一方、「Ｄ
Ｖだと思わない」は、男女ともに１割未満となってい
る。

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

ＤＶだと思う

ＤＶだとは思わない

いちがいには言えない

無回答

2013年調査 2018年調査

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

習い事や塾を決めるとき、…

言うことを聞かないからしつけのためにたたく

子どもに「生まれてこなければよかったのに」と言う

子どもに十分な食事を与えない

子どもの前で配偶者（妻・夫）に暴力をふるう

わいせつな写真の載った雑誌を子どもに見せる

深夜に子どもを連れて外出をする

その他

特にない

わからない

2013年調査 2018年調査

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

幼児期から他人への思いやりを身につける

子どもが安心して暮らせる家庭づくりに努める

地域全体で子どもを守り育てる

子どもの個性、特性を尊重する教育を推進する

「いじめは絶対許さない」という意識の徹底を図る

異質なものを排除する社会の考えを改める

その他

何をしてもいじめはなくならない

特にない

わからない

2013年調査 2018年調査
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質問11．高齢者に関して、人権尊重の観点から見て問題があると思うこと（３つまでの複数回答）

経済的な保
障が十分で
ない

就職が難し
い、労働条
件が不利な
ど働くため
の環境が良
くない

ボランティ
ア活動など
を通じて能
力を発揮す
る機会が少
ない

賃貸住宅へ
の入居が難
しい・断ら
れる

高齢者が暮
らしやすい
バリアフ
リーのまち
づくり・住
宅づくりが
進んでいな
い

邪魔者扱い
をされ、意
見や行動が
尊重されな
い

詐欺や悪徳
商法の対象
として狙わ
れる

家族に介護
を放棄され
たり、虐待
されたりす
る

病院や福祉
施設におい
て不当な扱
いや虐待を
受ける

その他 特にない わからない 集計母数

376 239 63 278 233 378 350 597 535 20 32 55 1,193
31.5% 20.0% 5.3% 23.3% 19.5% 31.7% 29.3% 50.0% 44.8% 1.7% 2.7% 4.6% 100.0%
419 279 97 234 262 486 338 744 603 6 30 33 1,369

30.6% 20.4% 7.1% 17.1% 19.1% 35.5% 24.7% 54.3% 44.0% 0.4% 2.2% 2.4% 100.0%

質問12．高齢者の人権を守るために必要なこと（３つまでの複数回答）

高齢者が能
力を発揮で
きるよう、
就労や社会
活動の機会
を増やす

道路や建物
の段差を解
消するな
ど、バリア
フリーのま
ちづくりな
どを推進す
る

高齢者と他
の世代との
世代間交流
を促進する

高齢者に対
する理解と
関心を深め
る教育・啓
発・広報活
動を推進す
る

成年後見制
度など高齢
者の権利と
財産を守る
制度を充実
する

高齢者を
狙った犯罪
などの取り
締まりを強
化する

高齢者のた
めの人権相
談や電話相
談、カウン
セリングを
充実する

高齢者に対
する虐待な
どの防止、
早期発見・
早期対応に
努める

その他 特にない わからない 集計母数

514 298 342 346 220 388 305 563 20 30 55 1,193
43.1% 25.0% 28.7% 29.0% 18.4% 32.5% 25.6% 47.2% 1.7% 2.5% 4.6% 100.0%
577 318 414 429 237 398 394 655 22 29 45 1,369

42.1% 23.2% 30.2% 31.3% 17.3% 29.1% 28.8% 47.8% 1.6% 2.1% 3.3% 100.0%

質問13．障害のある人に関して、人権尊重の観点から見て問題があると思うこと（３つまでの複数回答）

経済的な保
障が十分で
ない

就職が難し
い、労働条
件が不利な
ど働くため
の環境が良
くない

スポーツや
文化活動、
地域活動に
気軽に参加
できない

賃貸住宅へ
の入居が難
しい・断ら
れる

障害のある
人が暮らし
やすいバリ
アフリーの
まちづく
り・住宅づ
くりが進ん

詐欺や悪徳
商法の対象
として狙わ
れる

家族に介護
を放棄され
たり、虐待
されたりす
る

病院や福祉
施設におい
て不当な扱
いや虐待を
受ける

障害がある
ことを理由
に、結婚に
周囲が反対
する

店や施設の
利用、タク
シーの乗車
などサービ
スの提供を
拒否される

じろじろ見
られたり、
避けられた
りする

その他 特にない わからない 集計母数

304 596 103 164 306 67 337 321 250 223 310 13 18 82 1,193
25.5% 50.0% 8.6% 13.7% 25.6% 5.6% 28.2% 26.9% 21.0% 18.7% 26.0% 1.1% 1.5% 6.9% 100.0%
376 703 134 148 357 91 400 324 229 231 414 9 17 63 1,369

27.5% 51.4% 9.8% 10.8% 26.1% 6.6% 29.2% 23.7% 16.7% 16.9% 30.2% 0.7% 1.2% 4.6% 100.0%

■年齢別にみると、いずれの年代でも「家族に
介護を放棄されたり、虐待されたりする」が最
も多く、40歳代以下と60歳代では半数以上を占
めている。」次いで、60歳代以下では「病院や
福祉施設において不当な扱いや虐待を受け
る」、70歳以上では「経済的な保障が十分でな
い」が多い。

2013年調査

■年齢別にみると、20歳代、30歳代、60歳代、
70歳以上では「高齢者に対する虐待などの防
止、早期発見・早期対応に努める」、40歳代、
50歳代では「高齢者が能力を発揮できるよう、
就労や社会活動の機会を増やす」が最も多い。

2013年調査

2018年調査

2018年調査

2013年調査

■年齢別にみると、いずれの年代でも
「就職が難しい、労働条件が不利など
働くための環境が良くない」が最も多
く、40歳代～60歳代では半数以上を占
めている。また、「病院や福祉施設に
おいて不当な扱いや虐待を受ける」は
40歳代以下が、「障害のある人が暮ら
しやすいバリアフリーのまちづくり・
住宅づくりが進んでいない」は50歳代
以上が比較的多い。

2018年調査

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

経済的な保障が十分でない

就職が難しい、労働条件が不利など働くための環境が良くない

ボランティア活動などを通じて能力を発揮する機会が少ない

賃貸住宅への入居が難しい・断られる

高齢者が暮らしやすいバリアフリーのまちづくり・住宅づくりが進んでいない

邪魔者扱いをされ、意見や行動が尊重されない

詐欺や悪徳商法の対象として狙われる

家族に介護を放棄されたり、虐待されたりする

病院や福祉施設において不当な扱いや虐待を受ける

その他

特にない

わからない

2013年調査 2018年調査

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

高齢者が能力を発揮できるよう、就労や社会活動の機会を増やす

道路や建物の段差を解消するなど、バリアフリーのまちづくりなどを推進…

高齢者と他の世代との世代間交流を促進する

高齢者に対する理解と関心を深める教育・啓発・広報活動を推進する

成年後見制度など高齢者の権利と財産を守る制度を充実する

高齢者を狙った犯罪などの取り締まりを強化する

高齢者のための人権相談や電話相談、カウンセリングを充実する

高齢者に対する虐待などの防止、早期発見・早期対応に努める

その他

特にない

わからない

2013年調査 2018年調査

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

経済的な保障が十分でない

就職が難しい、労働条件が不利など働くための環境が良くない

スポーツや文化活動、地域活動に気軽に参加できない

賃貸住宅への入居が難しい・断られる

障害のある人が暮らしやすいバリアフリーのまちづくり・住宅づくりが進んでいない

詐欺や悪徳商法の対象として狙われる

家族に介護を放棄されたり、虐待されたりする

病院や福祉施設において不当な扱いや虐待を受ける

障害があることを理由に、結婚に周囲が反対する

店や施設の利用、タクシーの乗車などサービスの提供を拒否される

じろじろ見られたり、避けられたりする

その他

特にない

わからない

2013年調査 2018年調査
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質問14．障害のある人の人権を守るために必要なこと（３つまでの複数回答）

企業などに
障害のある
人の就労を
受け入れる
よう啓発を
推進する

道路や建物
の段差を解
消するな
ど、バリア
フリーのま
ちづくりな
どを推進す
る

障害のある
人とない人
との交流を
促進する

障害のある
人に対する
理解と関心
を深める教
育・啓発・
広報活動を
推進する

成年後見制
度など障害
のある人の
権利と財産
を守る制度
を充実する

障害のある
人を狙った
犯罪などの
取り締まり
を強化する

障害のある
人のための
人権相談や
電話相談、
カウンセリ
ングを充実
する

障害のある
人に対する
虐待などの
防止、早期
発見・早期
対応に努め
る

障害のある
人本人の意
思に基づい
て生活でき
るよう支援
する

その他 特にない わからない 集計母数

591 328 258 500 150 108 226 366 493 15 12 61 1,193
49.5% 27.5% 21.6% 41.9% 12.6% 9.1% 18.9% 30.7% 41.3% 1.3% 1.0% 5.1% 100.0%
682 331 298 601 178 109 275 365 625 8 12 55 1,369

49.8% 24.2% 21.8% 43.9% 13.0% 8.0% 20.1% 26.7% 45.7% 0.6% 0.9% 4.0% 100.0%

質問15．外国人に関して、人権尊重の観点から見て問題があると思うこと（３つまでの複数回答）

言葉や習
慣、文化な
どが違うた
めに、地域
社会に受け
入れられに
くい

就職や仕事
の内容、労
働条件など
で不利な扱
いを受ける

店や施設の
利用、タク
シーの乗車
などサービ
スの提供を
拒否される

賃貸住宅へ
の入居が難
しい・断ら
れる

じろじろ見
られたり、
避けられた
りする

国籍を理由
に、結婚に
周囲が反対
する

福祉など制
度面での制
限がある

病院や駅、
公共施設な
どで外国語
の案内表示
や情報提供
が十分でな
い

本名では差
別や不利益
を受けるこ
とがあるた
め、やむな
く通称名を
使う人が多
い

その他 特にない わからない 集計母数

555 594 158 233 136 229 264 283 146 20 39 131 1,193
46.5% 49.8% 13.2% 19.5% 11.4% 19.2% 22.1% 23.7% 12.2% 1.7% 3.3% 11.0% 100.0%
633 618 156 261 161 299 302 277 222 11 54 127 1,369

46.2% 45.1% 11.4% 19.1% 11.8% 21.8% 22.1% 20.2% 16.2% 0.8% 3.9% 9.3% 100.0%

質問16．外国人の人権を守るために必要なこと（３つまでの複数回答）

外国人や国
際理解に関
する教育を
充実する

外国人と日
本人の相互
理解を促進
するための
交流機会を
増やす

外国人も地
域社会を支
える一員と
して、行政
や地域活動
へ参画でき
る体制をつ
くる

外国人の就
職の機会均
等を確保し
たり、不利
な労働条件
を改善した
りする

外国人に対
する理解と
関心を深め
る教育・啓
発・広報活
動を推進す
る

外国人の
ニーズに対
応した行政
サービスを
充実させる
（福祉、教
育など）

多言語によ
る人権相談
や電話相
談、カウン
セリングを
充実する

日常生活に
必要な情報
や案内を多
言語で提供
する

その他 特にない わからない 集計母数

354 388 397 470 244 264 282 301 20 29 115 1,193
29.7% 32.5% 33.3% 39.4% 20.5% 22.1% 23.6% 25.2% 1.7% 2.4% 9.6% 100.0%
406 484 479 481 290 299 279 302 12 55 108 1,369

29.7% 35.4% 35.0% 35.1% 21.2% 21.8% 20.4% 22.1% 0.9% 4.0% 7.9% 100.0%

2018年調査

2013年調査

2018年調査

2013年調査

■年齢別にみると、20歳代では「障害のある人
本人の意思に基づいて生活できるよう支援す
る」、30歳代～60歳代では「企業などに障害の
ある人の就労を受け入れるよう啓発を推進す
る」が最も多くなっている。また、70歳以上で
は「企業などに障害のある人の就労を受け入れ
るよう啓発を推進する」と「障害のある人に対
する理解と関心を深める教育・啓発・広報活動
を推進する」が同率で最も多い。

2013年調査

■年齢別にみると、いずれの年代でも
「言葉や習慣、文化などが違うため
に、地域社会に受け入れられにく
い」、「就職や仕事の内容、労働条件
などで不利な扱いを受ける」が上位２
項目を占めている。また、「病院や
駅、公共施設などで外国語の案内表示
や情報提供が十分でない」、「国籍を
理由に、結婚に周囲が反対する」、
「店や施設の利用、タクシーの乗車な
どサービスの提供を拒否される」は、
20歳代が比較的多い。

2018年調査

■性別にみると、男女ともに「外国人
の就職の機会均等を確保したり、不利
な労働条件を改善したりする」が最も
多い。
■年齢別にみると、60歳代以下は「外
国人の就職の機会均等を確保したり、
不利な労働条件を改善したりする」、
70歳以上は「外国人も地域社会を支え
る一員として、行政や地域活動へ参画
できる体制をつくる」が最も多くなっ
ている。また、「外国人や国際理解に
関する教育を充実する」では、50歳代
以下が比較的多い。

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

企業などに障害のある人の就労を受け入れるよう啓発を推進する

道路や建物の段差を解消するなど、バリアフリーのまちづくりなどを推進する

障害のある人とない人との交流を促進する

障害のある人に対する理解と関心を深める教育・啓発・広報活動を推進する

成年後見制度など障害のある人の権利と財産を守る制度を充実する

障害のある人を狙った犯罪などの取り締まりを強化する

障害のある人のための人権相談や電話相談、カウンセリングを充実する

障害のある人に対する虐待などの防止、早期発見・早期対応に努める

障害のある人本人の意思に基づいて生活できるよう支援する

その他

特にない

わからない

2013年調査 2018年調査

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

言葉や習慣、文化などが違うために、地域社会に受け入れられにくい

就職や仕事の内容、労働条件などで不利な扱いを受ける

店や施設の利用、タクシーの乗車などサービスの提供を拒否される

賃貸住宅への入居が難しい・断られる

じろじろ見られたり、避けられたりする

国籍を理由に、結婚に周囲が反対する

福祉など制度面での制限がある

病院や駅、公共施設などで外国語の案内表示や情報提供が十分でない

本名では差別や不利益を受けることがあるため、やむなく通称名を使う人が多い

その他

特にない

わからない

2013年調査 2018年調査

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

外国人や国際理解に関する教育を充実する

外国人と日本人の相互理解を促進するための交流機会を増やす

外国人も地域社会を支える一員として、行政や地域活動へ参画できる体制をつくる

外国人の就職の機会均等を確保したり、不利な労働条件を改善したりする

外国人に対する理解と関心を深める教育・啓発・広報活動を推進する

外国人のニーズに対応した行政サービスを充実させる（福祉、教育など）

多言語による人権相談や電話相談、カウンセリングを充実する

日常生活に必要な情報や案内を多言語で提供する

その他

特にない

わからない

2013年調査 2018年調査
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質問17．同和地区の起源の認知

人種（民
族）が違う
から

宗教が違う
とか、神道
や仏教で禁
じられてい
ることをし
ていたから

職業・仕事
が違うから

生活が貧し
かったから

封建時代の
権力者・支
配者によっ
て、民衆を
支配する手
段としてつ
くられたか
ら

その他 無回答 合計

65 31 99 82 784 54 78 1,193
5.4% 2.6% 8.3% 6.9% 65.7% 4.5% 6.5% 100.0%
60 29 103 75 949 44 109 1,369

4.4% 2.1% 7.5% 5.5% 69.3% 3.2% 8.0% 100.0%
54 10 68 69 725 29 85 1,040

5.2% 1.0% 6.5% 6.6% 69.7% 2.8% 8.2% 100.0%
43 18 51 40 972 5 91 1,220

3.5% 1.5% 4.2% 3.3% 79.7% 0.4% 7.5% 100.0%

質問18．同和地区に関する事柄に対する意識
Ａ．同和地区の人びとは常識にはずれたことをしているということ

その通りだ
と思った

疑問に思っ
た

反発を感じ
た

聞いたこと
がない

無回答 合計

85 403 157 448 100 1,193
7.1% 33.8% 13.2% 37.6% 8.4% 100.0%
124 500 152 470 123 1,369
9.1% 36.5% 11.1% 34.3% 9.0% 100.0%
141 339 93 357 110 1,040

13.6% 32.6% 8.9% 34.3% 10.6% 100.0%
161 347 98 472 142 1,220

13.2% 28.4% 8.0% 38.7% 11.6% 100.0%

Ｂ．同和地区の人びとは差別に負けずたくましく生きてきたということ
その通りだ
と思った

疑問に思っ
た

反発を感じ
た

聞いたこと
がない

無回答 合計

444 251 40 350 108 1,193
37.2% 21.0% 3.4% 29.3% 9.1% 100.0%
556 260 48 369 136 1,369

40.6% 19.0% 3.5% 27.0% 9.9% 100.0%
470 155 22 260 133 1,040

45.2% 14.9% 2.1% 25.0% 12.8% 100.0%
507 166 31 335 181 1,220

41.6% 13.6% 2.5% 27.5% 14.8% 100.0%

■過去３回の調査と比較すると、今回も含めて「封建時
代の権力者・支配者によって、民衆を支配する手段とし
てつくられたから」が最も多く、その他の項目について
も、回により回答率の多少の変動や差はみられるが、回
答傾向の大きな変化はみられない。
■年齢別にみると、いずれの年代でも「封建時代の権力
者・支配者によって、民衆を支配する手段としてつくら
れたから」が最も多く、30歳代以上では半数以上を占め
ている。一方20歳代は35.8％と少なく、「職業・仕事が
違うから」や「生活が貧しかったから」もそれぞれ１割
以上を占めている。
■居住年数別にみると、「封建時代の権力者・支配者に
よって、民衆を支配する手段としてつくられたから」は
「２年未満」が44.6％で最も少なく、10年以上では70％
前後と多い。

2018年調査

2013年調査

2008年調査

2003年調査

2018年調査

2013年調査

2008年調査

2003年調査

■過去３回の調査と比較すると、「その通りだと思った」は今回が最も少
なく、一方、「反発を感じた」は毎回増加しており、今回が最も多い。
■年齢別にみると、40歳代、60歳代、70歳以上では「疑問に思った」、20
歳代、30歳代、50歳代では「聞いたことがない」がそれぞれ最も多い。ま
た、30歳代では「聞いたことがない」が半数以上を占めている。

2018年調査

2013年調査

2008年調査

2003年調査

■過去３回の調査と比較すると、「その通りだと思った」は前回に比べて
減少しているが、「疑問に思った」や「聞いたことがない」は前回に比べ
て増加しており、特に「疑問に思った」は一貫して増加傾向にある。
■年齢別にみると、50歳代以上では「その通りだと思った」、40歳代以下
では「聞いたことがない」が最も多い。また、「聞いたことがない」は年
代が下がるにつれて増加しており、20歳代が最も多い。

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

人種（民族）が違うから

宗教が違うとか、

神道や仏教で禁じられていることをしていたから

職業・仕事が違うから

生活が貧しかったから

封建時代の権力者・支配者によって、

民衆を支配する手段としてつくられたから

その他

無回答

2003年調査 2008年調査 2013年調査 2018年調査

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

その通りだと思った

疑問に思った

反発を感じた

聞いたことがない

無回答

2003年調査 2008年調査 2013年調査 2018年調査

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

その通りだと思った

疑問に思った

反発を感じた

聞いたことがない

無回答

2003年調査 2008年調査 2013年調査 2018年調査
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Ｃ．行政が同和地区の人びとを優遇しすぎているということ
その通りだ
と思った

疑問に思っ
た

反発を感じ
た

聞いたこと
がない

無回答 合計

277 414 67 349 86 1,193
23.2% 34.7% 5.6% 29.3% 7.2% 100.0%
372 463 89 331 114 1,369

27.2% 33.8% 6.5% 24.2% 8.3% 100.0%
369 324 63 190 94 1,040

35.5% 31.2% 6.1% 18.3% 9.0% 100.0%
377 367 74 268 134 1,220

30.9% 30.1% 6.1% 22.0% 11.0% 100.0%

Ｄ．同和地区についてうかつなことを言えば、大変な問題になるということ
その通りだ
と思った

疑問に思っ
た

反発を感じ
た

聞いたこと
がない

無回答 合計

407 343 74 270 99 1,193
34.1% 28.8% 6.2% 22.6% 8.3% 100.0%
490 401 107 235 136 1,369

35.8% 29.3% 7.8% 17.2% 9.9% 100.0%
409 270 90 160 111 1,040

39.3% 26.0% 8.7% 15.4% 10.7% 100.0%
444 318 89 219 150 1,220

36.4% 26.1% 7.3% 18.0% 12.3% 100.0%

Ｅ．同和地区の人びとが差別をなくすために一生懸命に取り組んでいるということ
その通りだ
と思った

疑問に思っ
た

反発を感じ
た

聞いたこと
がない

無回答 合計

459 214 26 391 103 1,193
38.5% 17.9% 2.2% 32.8% 8.6% 100.0%
539 266 40 386 138 1,369

39.4% 19.4% 2.9% 28.2% 10.1% 100.0%
496 145 25 250 124 1,040

47.7% 13.9% 2.4% 24.0% 11.9% 100.0%
546 188 20 305 161 1,220

44.8% 15.4% 1.6% 25.0% 13.2% 100.0%

Ｆ．同和地区の生活環境は、最近良くなったということ
その通りだ
と思った

疑問に思っ
た

反発を感じ
た

聞いたこと
がない

無回答 合計

508 172 10 400 103 1,193
42.6% 14.4% 0.8% 33.5% 8.6% 100.0%
640 179 21 408 121 1,369

46.7% 13.1% 1.5% 29.8% 8.8% 100.0%
589 91 13 234 113 1,040

56.6% 8.8% 1.3% 22.5% 10.9% 100.0%
665 119 12 287 137 1,220

54.5% 9.8% 1.0% 23.5% 11.2% 100.0%

2018年調査

2013年調査

2008年調査

2003年調査

■過去３回の調査と比較すると、「その通りだと思った」は前回に比べて
4.0ポイント減少している。一方、「疑問に思った」は毎回増加してお
り、今回が最も多い。「反発を感じた」は前回に比べてやや減少し、「聞
いたことがない」は前回に比べて5.1ポイント増加している。
■年齢別にみると、40歳代以上では「疑問に思った」、30歳代以下では
「聞いたことがない」が最も多い。また、「聞いたことがない」は60歳代
以下では年代が下がるにつれて増加しており、20歳代が最も多い。一方、
「その通りだと思った」は20歳以上の各年齢で２割以上を占めており、60
歳代が最も多い。

2018年調査

2013年調査

2008年調査

2003年調査

■過去３回の調査と比較すると、「その通りだと思った」「疑問に思っ
た」「反発を感じた」はともに前回より微減で、「聞いたことがない」が
前回より5.4ポイント増加している。
■年齢別にみると、30歳代～50歳代と70歳以上では「その通りだと思っ
た」、60歳代では「疑問に思った」、20歳代では「聞いたことがない」が
最も多い。また、「聞いたことがない」は60歳代以下では年代が下がるに
つれて増加しており、20歳代が最も多い。

2018年調査

2013年調査

2008年調査

2003年調査

■過去３回の調査と比較すると、「その通りだと思った」は前回大きく減
少したのに続いて今回も0.9ポイント減少している。一方、「聞いたこと
がない」は毎回増加しており、今回は32.8％となっている。
■年齢別にみると、50歳代以上では「その通りだと思った」、40歳代では
「聞いたことがない」が最も多い。また、「聞いたことがない」は年代が
下がるにつれて増加しており、20歳代が最も多い。

2018年調査

2013年調査

2008年調査

2003年調査

■過去３回の調査と比較すると、「その通りだと思った」は前回に比べて
4.1ポイント減少しており、前回に続いて減少傾向にある。一方、「疑問
に思った」は毎回増加しており、今回が最も多い。
■年齢別にみると、50歳代以上では「その通りだと思った」、40歳代以下
では「聞いたことがない」が最も多い。また、「その通りだと思った」は
60歳代と70歳以上では半数を占めている。「聞いたことがない」は年代が
下がるにつれて増加しており、20歳代が最も多い。

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

その通りだと思った

疑問に思った

反発を感じた

聞いたことがない

無回答

2003年調査 2008年調査 2013年調査 2018年調査

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

その通りだと思った

疑問に思った

反発を感じた

聞いたことがない

無回答

2003年調査 2008年調査 2013年調査 2018年調査

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

その通りだと思った

疑問に思った

反発を感じた

聞いたことがない

無回答

2003年調査 2008年調査 2013年調査 2018年調査

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

その通りだと思った

疑問に思った

反発を感じた

聞いたことがない

無回答

2003年調査 2008年調査 2013年調査 2018年調査
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質問19．同和問題に関する事柄に対する意識
Ａ．差別を許さない態度を身につけることは、他の「人権問題の解決」にもプラスになる

そう思う
どちらとも
言えない

そう思わな
い

無回答 合計

808 283 38 64 1,193
67.7% 23.7% 3.2% 5.4% 100.0%
944 273 58 94 1,369

69.0% 19.9% 4.2% 6.9% 100.0%
657 223 59 101 1,040

63.2% 21.4% 5.7% 9.7% 100.0%
715 267 99 139 1,220

58.6% 21.9% 8.1% 11.4% 100.0%

Ｂ．差別、差別と騒ぎすぎるので、かえって差別がなくならない

そう思う
どちらとも
言えない

そう思わな
い

無回答 合計

530 405 209 49 1,193
44.4% 33.9% 17.5% 4.1% 100.0%
595 467 231 76 1,369

43.5% 34.1% 16.9% 5.6% 100.0%
534 277 185 44 1,040

51.3% 26.6% 17.8% 4.2% 100.0%
738 248 155 79 1,220

60.5% 20.3% 12.7% 6.5% 100.0%

Ｃ．差別をされた人のくやしさは、とても人ごととは思えない

そう思う
どちらとも
言えない

そう思わな
い

無回答 合計

704 376 43 70 1,193
59.0% 31.5% 3.6% 5.9% 100.0%
802 418 52 97 1,369

58.6% 30.5% 3.8% 7.1% 100.0%
608 281 52 99 1,040

58.5% 27.0% 5.0% 9.5% 100.0%
671 332 65 152 1,220

55.0% 27.2% 5.3% 12.5% 100.0%

Ｄ．差別をされた人の話を聞くと、憤りをおぼえ何とかしなければと思う

そう思う
どちらとも
言えない

そう思わな
い

無回答 合計

565 485 64 79 1,193
47.4% 40.7% 5.4% 6.6% 100.0%
657 525 73 114 1,369

48.0% 38.3% 5.3% 8.3% 100.0%
533 327 48 132 1,040

51.3% 31.4% 4.6% 12.7% 100.0%
549 417 81 173 1,670

45.0% 34.2% 6.6% 14.2% 100.0%

2018年調査

2013年調査

2008年調査

2003年調査

■過去３回の調査と比較すると、「そう思う」は前回より1.3ポ
イント減少し、「そう思わない」は1.0ポイント減少している。
平均スコアは2.68点で横ばいで推移している。
■年齢別にみると、平均スコアは、いずれの年代でも2.50点以上
となっており、「そう思う」に近い意識となっている。また、60
歳代が最も高く、30歳代が最も低くなっており、本意見に賛同す
る意識の強さには年齢差がある。

2018年調査

2013年調査

2008年調査

2003年調査

■過去３回の調査と比較すると、「そう思う」は前回より0.9ポ
イント増加、「そう思わない」は0.6ポイント増加となってお
り、平均スコアは前回と同じ1.72点となっている。
■年齢別にみると、平均スコアは、いずれの年代でも1.60点以上
となっており、「どちらとも言えない」に近い意識となってい
る。また、50歳代が最も高く、70歳以上が最も低くなっており、
本意見に賛同する意識の強さには年齢差がある。

2018年調査

2013年調査

2008年調査

2003年調査

■過去３回の調査と比較すると、「そう思う」「そう思わない」
はともに前回とほぼ同程度で、平均スコアも前回と同じとなって
おり、ほぼ横ばいで推移している。
■年齢別にみると、平均スコアは、30歳代と40歳代を除いて2.50
点以上となっており、本意見に賛同する意見がより強く、「そう
思う」に近い意識となっている。ただし、70歳以上が最も高く、
20歳代が最も低くなっており、本意見に賛同する意識の強さには
年齢差がある。

2018年調査

2013年調査

2008年調査

2003年調査

■過去３回の調査と比較すると、「そう思う」は前回に比べて
0.6ポイント減少している。一方、「どちらとも言えない」は今
回が最も多い。平均スコアは2.45点で、2003年度調査と並んで最
低水準となっている。
■年齢別にみると、平均スコアは、60歳代と70歳以上でそれぞれ
2.50点と最も高くなっており、本意見に賛同する意見がより強
く、「そう思う」に近い意識となっている。また、最も低いスコ
アは30歳代～50歳代の2.42点であり、本意見に賛同する意識の年
齢差は比較的小さい。

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

そう思う

どちらとも言えない

そう思わない

無回答

2003年調査 2008年調査 2013年調査 2018年調査

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

そう思う

どちらとも言えない

そう思わない

無回答

2003年調査 2008年調査 2013年調査 2018年調査

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

そう思う

どちらとも言えない

そう思わない

無回答

2003年調査 2008年調査 2013年調査 2018年調査

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

そう思う

どちらとも言えない

そう思わない

無回答

2003年調査 2008年調査 2013年調査 2018年調査
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Ｅ．同和地区の人と、深くかかわることにはためらいを感じる

そう思う
どちらとも
言えない

そう思わな
い

無回答 合計

150 537 435 71 1,193
12.6% 45.0% 36.5% 6.0% 100.0%
169 602 499 99 1,369

12.3% 44.0% 36.4% 7.2% 100.0%
96 368 474 102 1,040

9.2% 35.4% 45.6% 9.8% 100.0%
109 447 531 133 1,220
8.9% 36.6% 43.5% 10.9% 100.0%

質問20．同和地区の人との結婚に対する意識
Ａ．自分の子どもが結婚しようとする相手が同和地区の人とわかった場合にとる態度

親が口出し
すべきでは
なく、子ど
もの意志を
尊重する

親としては
反対だが、
子どもの意
志が強けれ
ば仕方がな
い

家族や親せ
きの反対が
あれば、結
婚は認めな
い

絶対に結婚
は認めない

無回答 合計

624 402 62 41 64 1,193
52.3% 33.7% 5.2% 3.4% 5.4% 100.0%
719 426 70 52 102 1,369

52.5% 31.1% 5.1% 3.8% 7.5% 100.0%
566 263 45 32 134 1,040

54.4% 25.3% 4.3% 3.1% 12.9% 100.0%
515 297 54 33 --- 899

57.3% 33.0% 6.0% 3.7% --- 100.0%

Ｂ．自身が同和地区の人と結婚しようとしたときに親や親せきから強い反対を受けた場合に自身がとる態度

自分の意志
を貫いて結
婚する

親の説得に
全力を傾け
たのちに、
自分の意志
を貫いて結
婚する

家族や親せ
きの反対が
あれば、結
婚はしない

絶対に結婚
しない

無回答 合計

251 652 171 40 79 1,193
21.0% 54.7% 14.3% 3.4% 6.6% 100.0%
288 712 194 46 129 1,369

21.0% 52.0% 14.2% 3.4% 9.4% 100.0%
230 463 141 23 183 1,040

22.1% 44.5% 13.6% 2.2% 17.6% 144.0%
35 90 15 4 --- 144

24.3% 62.5% 10.4% 2.8% --- 100.0%

2018年調査

2013年調査

2008年調査

2013年調査

2003年調査

■過去３回の調査と比較すると、「そう思う」「そう思わない」
ともに前回と同程度になっている。本意見に賛同しない意識がや
や弱まり、「どちらとも言えない」に近い意識となってきてい
る。
■年齢別にみると、平均スコアは、本意見に賛同しない意識は弱
く、「どちらとも言えない」に近い意識となっている。また、20
歳代と30歳代では本意見に賛同しない意識が比較的強く、40歳代
では本意見に賛同する意識が強い。

2018年調査

2013年調査

2008年調査

2003年調査

■過去３回の調査と比較すると、「親が口出しすべきではなく、子どもの
意志を尊重する」は前回とほぼ同程度となっている。「結婚を認める」
は、前回にみると比べて2.4ポイント増加している。
■年齢別にみると、いずれの年代でも「「親が口出しすべきではなく、子
どもの意志を尊重する」が最多で、40歳代以下と60歳代では半数以上を占
めており、20歳代が最も多い。また、「結婚を認める」は、いずれの年代
でも８割以上を占めている。

2018年調査

2008年調査

2003年調査

■過去３回の調査と比較すると、「結婚する」は、前回調査に比べて2.7
ポイント増加しており、一貫して増加傾向が見られる。
■年齢別にみると、いずれの年代でも「親の説得に全力を傾けたのちに、
自分の意志を貫いて結婚する」が最多で半数以上を占めており、50歳代が
最も多い。一方、「家族や親せきの反対があれば結婚はしない」は30歳代
以上では１割以上を占めており、40歳代以上では「結婚しない」が約２割
に達する。

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

そう思う

どちらとも言えない

そう思わない

無回答

2003年調査 2008年調査 2013年調査 2018年調査

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

親が口出しすべきではなく、子どもの意志を尊重する

親としては反対だが、

子どもの意志が強ければ仕方がない

家族や親せきの反対があれば、結婚は認めない

絶対に結婚は認めない

無回答

2003年調査 2008年調査 2013年調査 2018年調査

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

自分の意志を貫いて結婚する

親の説得に全力を傾けたのちに、

自分の意志を貫いて結婚する

家族や親せきの反対があれば、結婚はしない

絶対に結婚しない

無回答

2003年調査 2008年調査 2013年調査 2018年調査
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質問21．自身や自分の子どもが同和地区の人と結婚しようとした場合に親せきがとると思う態度

反対する親
せきがいる
と思う

口に出して
反対しない
が、喜ばな
い親せきが
いると思う

特に反対す
る親せきは
いないと思
う

わからない 無回答 合計

311 489 185 175 33 1,193
26.1% 41.0% 15.5% 14.7% 2.8% 100.0%
399 532 171 208 59 1,369

29.1% 38.9% 12.5% 15.2% 4.3% 100.0%
316 381 144 137 62 1,040

30.4% 36.6% 13.8% 13.2% 6.0% 100.0%
273 553 144 186 64 1,220

22.4% 45.3% 11.8% 15.2% 5.2% 100.0%

質問22．同和問題を解決するために必要と思う対策（３つまでの複数回答）

同和地区の
人びとの収
入の安定・
向上を図
り、生活力
を高める

同和地区の
住宅環境や
生活環境を
良くする

差別意識を
なくすため
の同和教育
を徹底する

人権尊重に
ついての学
校教育を徹
底する

基本的人権
を守り、民
主主義の徹
底をめざす
国民的な運
動をもっと
拡大強化す
る

同和地区の
人びとが、
一定の地域
にかたまっ
て住まない
で、分散し
て住むよう
にする

同和地区の
ことは、口
に出さず、
そっとして
おけば、差
別は自然に
なくなる

その他 集計母数

226 240 432 550 269 447 321 86 1,193
18.9% 20.1% 36.2% 46.1% 22.5% 37.5% 26.9% 7.2% 100.0%
250 289 451 610 337 506 391 66 1,369

18.3% 21.1% 32.9% 44.6% 24.6% 37.0% 28.6% 4.8% 100.0%
172 166 314 450 193 284 281 44 1,040

16.5% 16.0% 30.2% 43.3% 18.6% 27.3% 27.0% 4.2% 100.0%
190 224 349 524 264 344 356 59 1,220

15.6% 18.4% 28.6% 43.0% 21.6% 28.2% 29.2% 4.7% 100.0%

2013年調査

2013年調査

2008年調査

2003年調査

■過去３回の調査と比較すると、「反対する親せきがいると思う」と「口
に出して反対しないが、喜ばない親せきがいると思う」の合計は60～70％
で推移しており、大きな変化は見られない。
■自身が同和地区の人と結婚しようとしたときに親や親せきから強い反対
を受けた場合に自身がとる態度からみると、自分の結婚の意志が弱い人ほ
ど「反対する親せきがいると思う」が多い傾向がみられ、一方、自分の結
婚の意志が強い人ほど「特に反対する親せきはいないと思う」が多い傾向
がみられる。

2018年調査

■過去３回の調査と比較すると、「人権尊重についての
学校教育を徹底する」、「差別意識をなくすための同和
教育を徹底する」、「同和地区の人びとが、一定の地域
にかたまって住まないで、分散して住むようにする」は
一貫して増加傾向が見られる。
■年齢別にみると、いずれの年代でも「人権尊重につい
ての学校教育を徹底する」、「差別意識をなくすための
同和教育を徹底する」、「同和地区の人びとが、一定の
地域にかたまって住まないで、分散して住むようにす
る」が上位３項目を占めている。一方、「同和地区のこ
とは、口に出さず、そっとしておけば、差別は自然にな
くなる」は、20歳代（31.6％）と70歳以上（32.2％）で
多い。
■居住年数別にみると、２年未満では「差別意識をなく
すための同和教育を徹底する」が最も多く、２年以上で
は、「人権尊重についての学校教育を徹底する」が最も
多い（「２年以上５年未満」では「同和地区の人びと
が、一定の地域にかたまって住まないで、分散して住む
ようにする」も同率）。

2018年調査

2008年調査

2003年調査

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

反対する親せきがいると思う

口に出して反対しないが、

喜ばない親せきがいると思う

特に反対する親せきはいないと思う

わからない

無回答

2003年調査 2008年調査 2013年調査 2018年調査

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

同和地区の人びとの収入の安定・向上を図り、生活力を高める

同和地区の住宅環境や生活環境を良くする

差別意識をなくすための同和教育を徹底する

人権尊重についての学校教育を徹底する

基本的人権を守り、民主主義の徹底をめざす

国民的な運動をもっと拡大強化する

同和地区の人びとが、一定の地域にかたまって住まないで、

分散して住むようにする

同和地区のことは、口に出さず、そっとしておけば、

差別は自然になくなる

その他

2003年調査 2008年調査 2013年調査 2018年調査
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質問23．今後の同和問題の啓発・教育のあり方に対する意識
他の人権問
題よりも、
同和問題に
ついては特
に重点的に
啓発・教育
を行うべき
である

同和問題と
ともに、他
の人権問題
についても
積極的な啓
発・教育を
行うべきで
ある

同和問題を
人権問題全
体の啓発、
教育の一環
として行う
べきである

同和問題は
むしろ必要
でなく、他
の人権問題
についての
啓発・教育
の方が重要
である

同和問題、
他の人権問
題のいずれ
について
も、啓発・
教育は必要
ない

その他 わからない 無回答 合計

38 216 657 102 18 10 97 55 1,193
3.2% 18.1% 55.1% 8.5% 1.5% 0.8% 8.1% 4.6% 100.0%
30 216 790 74 32 8 128 91 1,369

2.2% 15.8% 57.7% 5.4% 2.3% 0.6% 9.3% 6.6% 100.0%
25 171 490 59 11 8 110 166 1,040

2.4% 16.4% 47.1% 5.7% 1.1% 0.8% 10.6% 16.0% 100.0%
30 197 623 83 18 5 92 172 1,220

2.5% 16.1% 51.1% 6.8% 1.5% 0.4% 7.5% 14.1% 100.0%

質問24．草津市が開催する研修会・講演会の参加状況

４回以上参
加したこと
がある

２～３回参
加したこと
がある

１回だけ参
加したこと
がある

参加したこ
とがない

無回答 合計

146 212 143 651 41 1,193
12.2% 17.8% 12.0% 54.6% 3.4% 100.0%
194 238 126 753 58 1,369

14.2% 17.4% 9.2% 55.0% 4.2% 100.0%
298 220 105 362 55 1,040

28.7% 21.2% 10.1% 34.8% 5.3% 100.0%
296 273 113 482 56 1,220

24.3% 22.4% 9.3% 39.5% 4.6% 100.0%

質問24－１．草津市が開催する研修会・講演会に参加したことがない理由
研修会など
が開かれて
いるのを知
らなかった
から

関心がない
から

参加しても
差別はなく
ならないと
思ったから

参加するま
でもなく、
よく知って
いるから

仕事の都合
で参加でき
なかったか
ら

家事の都合
で参加でき
なかったか
ら

その他 無回答 合計

297 122 40 25 84 34 38 11 651
45.6% 18.7% 6.1% 3.8% 12.9% 5.2% 5.8% 1.7% 100.0%
312 139 66 46 93 46 30 21 753

41.4% 18.5% 8.8% 6.1% 12.4% 6.1% 4.0% 2.8% 100.0%
169 58 31 20 35 10 15 24 362

46.7% 16.0% 8.6% 5.5% 9.7% 2.8% 4.1% 6.6% 100.0%
174 79 53 31 40 29 30 46 482

36.1% 16.4% 11.0% 6.4% 8.3% 6.0% 6.2% 9.5% 100.0%

■過去３回の調査と比較すると、「他の人権
問題よりも、同和問題については特に重点的
に啓発・教育を行うべきである」は前回より
1.0ポイント増加しているものの、「同和問
題はむしろ必要でなく、他の人権問題につい
ての啓発・教育の方が重要である」が3.1ポ
イント増加、「同和問題とともに、他の人権
問題についても積極的な啓発・教育を行うべ
きである」が2.3ポイント増加とそれ以上に
増えており、同和問題以外の人権問題も重要
と考える人が多くなっていると考えられる。

2018年調査

2018年調査

■過去３回の調査と比較すると、「研修会などが開かれ
ているのを知らなかったから」は前回に比べて4.2ポイ
ント増加している。
■年齢別にみると、いずれの年代でも「研修会などが開
かれているのを知らなかったから」が最多で、30歳代以
下では半数以上を占めており、20歳代の69.3％が最も多
い。
■居住年数別にみると、「研修会などが開かれているの
を知らなかったから」は居住年数が短いほど多い傾向が
みられる。

2013年調査

2008年調査

2018年調査

2013年調査

2008年調査

2003年調査

2003年調査

2003年調査

■過去３回の調査と比較すると、１回以上の参加率は前回（40.8％）大き
く減少しており、今回は1.2ポイント増加したが、ここ４回の調査では２
番目に低い参加率となっている。
■人権センターが発行する学習資料等の閲読状況からみると、いずれの学
習資料についても、閲読頻度が高い人ほど研修会・講習会への参加率が高
い傾向があり、特に「学習資料『めざめ』」を「いつも読んでいる」人で
は１回以上の参加率が81.6％と８割を超えている。

2013年調査

2008年調査

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

他の人権問題よりも、同和問題については特に重点的に啓発・教育を行うべきである

同和問題とともに、他の人権問題についても積極的な啓発・教育を行うべきである

同和問題を人権問題全体の啓発、教育の一環として行うべきである

同和問題はむしろ必要でなく、他の人権問題についての啓発・教育の方が重要である

同和問題、他の人権問題のいずれについても、啓発・教育は必要ない

その他

わからない

無回答

2003年調査 2008年調査 2013年調査 2018年調査

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

４回以上参加したことがある

２～３回参加したことがある

１回だけ参加したことがある

参加したことがない

無回答

2003年調査 2008年調査 2013年調査 2018年調査

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

研修会などが開かれているのを知らなかったから

関心がないから

参加しても差別はなくならないと思ったから

参加するまでもなく、よく知っているから

仕事の都合で参加できなかったから

家事の都合で参加できなかったから

その他

無回答

2003年調査 2008年調査 2013年調査 2018年調査
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質問25．草津市が開催する「町内学習懇談会」の参加状況
４回以上参
加したこと
がある

２～３回参
加したこと
がある

１回だけ参
加したこと
がある

参加したこ
とがない

無回答 合計

116 182 151 613 131 1,193
9.7% 15.3% 12.7% 51.4% 11.0% 100.0%
135 219 143 706 166 1,369
9.9% 16.0% 10.4% 51.6% 12.1% 100.0%
182 212 140 426 80 1,040

17.5% 20.4% 13.5% 41.0% 7.7% 100.0%
174 235 132 572 107 1,220

14.3% 19.3% 10.8% 46.9% 8.8% 100.0%

質問25－１．草津市が開催する「町内学習懇談会」に参加して感じた懇談会の評価

人権問題に
ついての理
解が深まっ
た

内容がやさ
しすぎて、
深まらな
かった

内容が難し
すぎて、よ
くわからな
かった

内容や進め
方を工夫す
べきである

その他 無回答 合計

237 18 18 138 28 10 449
52.8% 4.0% 4.0% 30.7% 6.2% 2.2% 100.0%
225 20 22 198 13 19 497

45.3% 4.0% 4.4% 39.8% 2.6% 3.8% 100.0%
314 42 50 --- 81 47 534

58.8% 7.9% 9.4% --- 15.2% 8.8% 100.0%
313 43 54 --- 94 37 541

57.9% 7.9% 10.0% --- 17.4% 6.8% 100.0%

質問25－２．草津市が開催する「町内学習懇談会」に参加したことがない理由
「町内学習
懇談会」が
開かれてい
るのを知ら
なかったか
ら

関心がない
から

参加しても
差別はなく
ならないと
思ったから

参加するま
でもなく、
よく知って
いるから

仕事の都合
で参加でき
なかったか
ら

家事の都合
で参加でき
なかったか
ら

その他 無回答 合計

312 96 31 22 72 39 33 8 613
50.9% 15.7% 5.1% 3.6% 11.7% 6.4% 5.4% 1.3% 100.0%
320 131 44 34 82 35 43 17 706

45.3% 18.6% 6.2% 4.8% 11.6% 5.0% 6.1% 2.4% 100.0%
197 50 28 23 57 21 23 27 426

46.2% 11.7% 6.6% 5.4% 13.4% 4.9% 5.4% 6.3% 100.0%
207 70 49 32 71 46 33 64 572

36.2% 12.2% 8.6% 5.6% 12.4% 8.0% 5.8% 11.2% 100.0%

■過去３回の調査と比較すると、「『町内学習懇談会』
が開かれているのを知らなかったから」が前回に比べて
5.6ポイント増加し、今回が最も多い。また「関心がな
いから」が前回に比べて2.9ポイント減少している。
■年齢別にみると、いずれの年代でも「『町内学習懇談
会』が開かれているのを知らなかったから」が最多で、
50歳代以下では半数以上を占めており、20歳代
（70.6％）が最も多い。また、「関心がないから」は、
70歳以上（21.5％）が最も多い。
■居住年数別にみると、「『町内学習懇談会』が開かれ
ているのを知らなかったから」は居住年数が短いほど多
い傾向がみられる。

2018年調査

2013年調査

2008年調査

2003年調査

■過去３回の調査と比較すると、１回以上の参加率は前回（36.5％）大き
く減少しており、今回は1.4ポイント増加したが、ここ４回の調査では２
番目に低い参加率となっている。
■年齢別にみると、１回以上の参加率は、年代が上がるにつれて上昇し、
70歳以上（59.8％）が最も高い。
■居住年数別にみると、１回以上の参加率は、居住年数が長いほど高い傾
向がみられ、20年以上では49.5％と半数近くを占めている。

2018年調査

2013年調査

2008年調査

2003年調査

■過去３回の調査と比較すると、「人権問題についての理解が深まった」
は前回より7.5ポイント増加、一方で「内容や進め方を工夫すべきであ
る」は9.1ポイント減少している。
■年齢別にみると、20歳代を除くいずれの年代でも「人権問題についての
理解が深まった」が最多で半数以上を占めており、30歳代（76.5％）が最
も多い。また、50歳以上では、「内容や進め方を工夫すべきである」が多
い。

2018年調査

2013年調査

2008年調査

2003年調査

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

４回以上参加したことがある

２～３回参加したことがある

１回だけ参加したことがある

参加したことがない

無回答

2003年調査 2008年調査 2013年調査 2018年調査

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

人権問題についての理解が深まった

内容がやさしすぎて、深まらなかった

内容が難しすぎて、よくわからなかった

内容や進め方を工夫すべきである

その他

無回答

2003年調査 2008年調査 2013年調査 2018年調査

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

「町内学習懇談会」が開かれているのを知らなかったから

関心がないから

参加しても差別はなくならないと思ったから

参加するまでもなく、よく知っているから

仕事の都合で参加できなかったから

家事の都合で参加できなかったから

その他

無回答

2003年調査 2008年調査 2013年調査 2018年調査
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質問26．人権センターが発行する学習資料等の閲読状況
Ａ．学習資料「めざめ」

いつも読ん
でいる

時々読んで
いる

読んだこと
がない

無回答 合計

114 288 713 78 1,193
9.6% 24.1% 59.8% 6.5% 100.0%
156 342 758 113 1,369

11.4% 25.0% 55.4% 8.3% 100.0%
171 338 435 96 1,040

16.4% 32.5% 41.8% 9.2% 100.0%
198 529 444 49 1,220

16.2% 43.4% 36.4% 4.0% 100.0%

Ｂ．広報「くさつ」の「差別のない明るいまちに」
いつも読ん
でいる

時々読んで
いる

読んだこと
がない

無回答 合計

158 494 488 53 1,193
13.2% 41.4% 40.9% 4.4% 100.0%
203 650 445 71 1,369

14.8% 47.5% 32.5% 5.2% 100.0%
204 507 272 57 1,040

19.6% 48.8% 26.2% 5.5% 100.0%
203 635 333 49 1,220

16.6% 52.0% 27.3% 4.0% 100.0%

Ｃ．人権センターだより「ぴーぷる」
いつも読ん
でいる

時々読んで
いる

読んだこと
がない

無回答 合計

93 324 690 86 1,193
7.8% 27.2% 57.8% 7.2% 100.0%
96 432 720 121 1,369

7.0% 31.6% 52.6% 8.8% 100.0%
86 347 476 131 1,040

8.3% 33.4% 45.8% 12.6% 100.0%

Ｄ．男女共同参画啓発紙「みんなで一歩」
いつも読ん
でいる

時々読んで
いる

読んだこと
がない

無回答 合計

51 214 835 93 1,193
4.3% 17.9% 70.0% 7.8% 100.0%
44 272 922 131 1,369

3.2% 19.9% 67.3% 9.6% 100.0%

2018年調査

2013年調査

2008年調査

2018年調査

2013年調査

2008年調査

2018年調査

2018年調査

2013年調査

■前回調査と比較すると、閲読率は0.9ポイント減少し、22.2％
となっている。一方、「読んだことがない」は2.7ポイント増加
し、７割に達している。

2003年調査

2003年調査

■過去３回の調査と比較すると、「いつも読んでいる」は毎回減
少して今回が最も少なく、「時々読んでいる」までを含めた閲読
率も今回が最も低い。一方、「読んだことがない」は毎回増加し
ている。
■年齢別にみると、閲読率は年代が上がるほど上昇しており、70
歳代以上（51.4％）が最も高い。「読んだことがない」は50歳代
以下では半数以上を占めており、20歳代（91.6％）が最も多い。

■過去３回の調査と比較すると、「いつも読んでいる」、「時々
読んでいる」ともに減少傾向が続いている。一方、「読んだこと
がない」は増加傾向にある。
■年齢別にみると、閲読率は年代が上がるほど上昇しており、70
歳以上（71.5％）が最も高い。一方、「読んだことがない」は40
歳代以下では半数以上を占めており、20歳代（73.7％）が最も多
い。

■前回調査と比較すると、「いつも読んでいる」は前回に比べて
0.8ポイント増加と微増したが、閲読率は一貫して減少傾向にあ
り、35.0％となっている。一方、「読んだことがない」は5.2ポ
イント増加している。
■年齢別にみると、閲読率は年代が上がるほど上昇しており、60
歳代が44.4％、70歳以上が41.6％となっている。一方、「読んだ
ことがない」は50歳代以下では半数以上を占めており、20歳代
（85.3％）が最も多い。

2008年調査

2013年調査

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

いつも読んでいる

時々読んでいる

読んだことがない

無回答

2003年調査 2008年調査 2013年調査 2018年調査

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

いつも読んでいる

時々読んでいる

読んだことがない

無回答

2003年調査 2008年調査 2013年調査 2018年調査

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

いつも読んでいる

時々読んでいる

読んだことがない

無回答

2008年調査 2013年調査 2018年調査

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

いつも読んでいる

時々読んでいる

読んだことがない

無回答

2013年調査 2018年調査
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質問27．「人権センター」に期待すること（複数回答）

人権市民講
座について
内容や手法
について工
夫してほし
い

人権市民講
座について
広く市民が
参加できる
よう開催日
や時間等に
ついて工夫
してほしい

人権につい
てのアニメ
の上映など
親子で学習
できる機会
をつくって
ほしい

人権啓発ラ
イブラリー
の図書やビ
デオの充実
を図ってほ
しい

人権啓発ラ
イブラリー
の情報を提
供してほし
い

啓発用リー
フレットや
各種研修用
教材を開発
し、提供し
てほしい

人権研修・
学習を企画
する場合の
指導、支援
をしてほし
い

その他 特にない 集計母数

234 266 263 90 109 91 162 34 381 1,193
19.6% 22.3% 22.0% 7.5% 9.1% 7.6% 13.6% 2.8% 31.9% 100.0%
257 313 227 98 126 74 125 40 429 1,369

18.8% 22.9% 16.6% 7.2% 9.2% 5.4% 9.1% 2.9% 31.3% 100.0%
150 202 192 76 82 65 102 29 322 1,040

14.4% 19.4% 18.5% 7.3% 7.9% 6.3% 9.8% 2.8% 31.0% 100.0%
192 283 267 113 119 54 135 28 322 1,220

15.7% 23.2% 21.9% 9.3% 9.8% 4.4% 11.1% 2.3% 26.4% 100.0%

質問28．地域総合センター（隣保館）の認知状況
知っている 知らない 無回答 合計

288 847 58 1,193
24.1% 71.0% 4.9% 100.0%
332 959 78 1,369

24.3% 70.1% 5.7% 100.0%
308 684 48 1,040

29.6% 65.8% 4.6% 100.0%

質問28－１．地域総合センター（隣保館）で開催している諸事業への参加状況

４回以上参
加したこと
がある

２～３回参
加したこと
がある

１回だけ参
加したこと
がある

参加したこ
とがない

無回答 合計

49 42 25 169 3 288
17.0% 14.6% 8.7% 58.7% 1.0% 100.0%

45 65 18 198 6 332
13.6% 19.6% 5.4% 59.6% 1.8% 100.0%

34 42 23 197 744 1,040
3.3% 4.0% 2.2% 18.9% 71.5% 100.0%
57 93 80 908 82 1,220

4.7% 7.6% 6.6% 74.4% 6.7% 100.0%

■過去３回の調査と比較すると、前回から増
加している項目は「人権についてのアニメの
上映など親子で学習できる機会をつくってほ
しい」（5.4ポイント増加）、「人権研修・
学習を企画する場合の指導、支援をしてほし
い」（4.5ポイント増加）などとなってい
る。
■年齢別にみると、30歳代以上では「特にな
い」が最も多い。これを除くと、20歳代、30
歳代、50歳代は、「人権についてのアニメの
上映など親子で学習できる機会をつくってほ
しい」が最も多く、20歳代では30.5％となっ
ている。

2008年調査

2003年調査

2018年調査

2013年調査

2008年調査

2003年調査

2018年調査

■前回調査と比較すると、「知っている」は0.2ポイン
ト減少し、「知らない」が0.9ポイント増加している。
■年齢別にみると、「知っている」は、年代が上がるほ
ど増加している。いずれの年代でも「知らない」が半数
以上を占めている。
■人権センターが発行する学習資料等の閲読状況からみ
ると、閲読頻度が高い人ほど地域総合センター（隣保
館）を知っている人が多い傾向がみられる。

■前回の調査と比較すると、１回以上の参加率は前回（38.6％）より1.7
ポイント増加している。特に「４回以上参加している」が3.4ポイント増
加しており、積極的に参加する人は増えている。
■年齢別にみると、１回以上の参加率は20歳代（50.0％）が最も多く、40
歳代、60歳代、70歳以上も４割を以上を占めている。また20歳代は「参加
したことがない」も50.0％となっている。

※2013年調査から隣保館を知っている人のみに問う形式になりました。

2013年調査

2013年調査

2018年調査

2008年調査

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

知っている

知らない

無回答

2008年調査 2013年調査 2018年調査

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

４回以上参加したことがある

２～３回参加したことがある

１回だけ参加したことがある

参加したことがない

無回答

2003年調査 2008年調査 2013年調査 2018年調査

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40%

人権市民講座について内容や手法について工夫してほしい

人権市民講座について広く市民が参加できるよう開催日や時間等について工夫してほしい

人権についてのアニメの上映など親子で学習できる機会をつくってほしい

人権啓発ライブラリーの図書やビデオの充実を図ってほしい

人権啓発ライブラリーの情報を提供してほしい

啓発用リーフレットや各種研修用教材を開発し、提供してほしい

人権研修・学習を企画する場合の指導、支援をしてほしい

その他

特にない

2003年調査 2008年調査 2013年調査 2018年調査
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質問29．人権に関する宣言や法律、条例等の認知状況（複数回答）

世界人権宣
言

人権教育の
ための世界
プログラム

日本国憲法

人権教育及
び人権啓発
の推進に関
する法律

児童虐待の
防止等に関
する法律
（児童虐待
防止法）

配偶者から
の暴力の防
止及び被害
者の保護に
関する法律
（ＤＶ防止
法）

高齢者虐待
の防止、高
齢者の養護
者に対する
支援等に関
する法律
（高齢者虐
待防止法）

障害者虐待
の防止、障
害者の養護
者に対する
支援等に関
する法律
（障害者虐
待防止法）

障害者を理
由とする差
別の解消の
推進に関す
る法律（障
害者差別解
消法）

本邦外出身
者に対する
不当な差別
的言動の解
消に向けた
取組の推進
に関する法
律（ヘイト
スピーチ解
消法）

734 46 949 162 638 607 322 320 210 237
61.5% 3.9% 79.5% 13.6% 53.5% 50.9% 27.0% 26.8% 17.6% 19.9%
784 47 1,052 148 745 738 418 395 --- ---

57.3% 3.4% 76.8% 10.8% 54.4% 53.9% 30.5% 28.9% --- ---

部落差別の
解消の推進
に関する法
律（部落差
別解消推進
法）

水平社宣言
同和対策審
議会答申

ゆたかな草
津、人権と
平和を守る
都市宣言

草津市人権
擁護に関す
る条例

草津市男女
共同参画推
進条例

人権擁護に
関する基本
方針（改訂
版）

第3次草津市
男女共同参
画推進計画
（後期計
画）

草津市人権
教育基本方
針

集計母数

287 331 128 189 110 234 35 35 87 1,193
24.1% 27.7% 10.7% 15.8% 9.2% 19.6% 2.9% 2.9% 7.3% 100.0%
--- 398 166 258 162 289 75 --- --- 1,369
--- 29.1% 12.1% 18.8% 11.8% 21.1% 5.5% --- --- 100.0%

質問30．草津市の「登録型本人通知制度」の認知状況
知っている 知らない 無回答 合計

183 966 44 1,193
15.3% 81.0% 3.7% 100.0%
191 1,096 82 1,369

14.0% 80.1% 6.0% 100.0%

質問30－１．「登録型本人通知制度」の登録状況
登録してい
る

登録してい
ない

無回答 合計

40 142 1 183
21.9% 77.6% 0.5% 100.0%

28 160 3 191
14.7% 83.8% 1.6% 100.0%

質問30－２．「登録型本人通知制度」に登録していない理由
制度の名前
は知ってい
たが、詳細
な内容がわ
からないた
め

登録の必要
性を感じな
いため

その他 無回答 合計

47 75 13 7 142
33.1% 52.8% 9.2% 4.9% 100.0%

55 78 22 5 160
34.4% 48.8% 13.8% 3.1% 100.0%

■前回調査と比較すると、「知っている」は1.3ポイン
トの増加となっており、わずかながら認知度は上昇して
いる。

■前回調査と比較すると、「登録している」は7.2ポイ
ント増加となっており、登録者は増加している。

■「日本国憲法」が79.5％で最も多く、以下
「世界人権宣言」「児童虐待防止法」「ＤＶ
防止法」「水平社宣言」「高齢者虐待防止
法」の順となっている。一方で、「ゆたかな
草津、人権と平和を守る都市宣言」「草津市
人権擁護に関する条例」「草津市男女共同参
画推進条例」「人権擁護に関する基本方針
（改訂版）」等といった本市の条例等の認知
率は、いずれも法律等の認知率に比べて低い
傾向にある。

2018年調査

2013年調査

2018年調査

2018年調査

2018年調査

2013年調査

2013年調査

■前回調査と比較すると、「登録の必要性を感じないた
め」は前回より4.0ポイント増加している。

2013年調査

2018年調査

2013年調査

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

世界人権宣言

人権教育のための世界プログラム

日本国憲法

人権教育及び人権啓発の推進に関する法律

児童虐待の防止等に関する法律（児童虐待防止法）

配偶者からの暴力の防止及び被害者の保護に関する法律（ＤＶ防止法）

高齢者虐待の防止、高齢者の養護者に対する支援等に関する法律（高齢者虐待防止法）

障害者虐待の防止、障害者の養護者に対する支援等に関する法律（障害者虐待防止法）

障害者を理由とする差別の解消の推進に関する法律（障害者差別解消法）

本邦外出身者に対する不当な差別的言動の解消に向けた取組の推進に関する法律（ヘイトスピーチ解消法）

部落差別の解消の推進に関する法律（部落差別解消推進法）

水平社宣言

同和対策審議会答申

ゆたかな草津、人権と平和を守る都市宣言

草津市人権擁護に関する条例

草津市男女共同参画推進条例

人権擁護に関する基本方針（改訂版）

第3次草津市男女共同参画推進計画（後期計画）

草津市人権教育基本方針

2013年調査 2018年調査

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

知っている

知らない

無回答

2013年調査 2018年調査

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

登録している

登録していない

無回答

2013年調査 2018年調査

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

制度の名前は知っていたが、詳細な内容がわからないため

登録の必要性を感じないため

その他

無回答

2013年調査 2018年調査
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質問31．自身の人権問題に関する学習のあり方・姿勢

（もっと）
学習したい
と思う

一応の理解
を持ってい
るつもりな
ので、あま
り学習する
気はない

自分には関
係のないこ
となので、
学習する気
はない

無回答 合計

242 762 83 106 1,193
20.3% 63.9% 7.0% 8.9% 100.0%
284 852 115 118 1,369

20.7% 62.2% 8.4% 8.6% 100.0%
306 523 62 149 1,040

29.4% 50.3% 6.0% 14.3% 100.0%
285 697 66 172 1,220

23.4% 57.1% 5.4% 14.1% 100.0%

質問32．関心のある人権問題
「世界人権
宣言」「国
際人権規
約」「児童
の権利に関
する条約」
「人権教育
のための世
界プログラ
ム」などの
理念

差別意識や
偏見の構造

女性に関す
る人権の問
題

子どもに関
する人権の
問題

障害者やそ
の家族に関
する人権の
問題

高齢者に関
する人権の
問題

ＬＧＢＴな
ど性的マイ
ノリティに
関する人権
の問題

インター
ネットを悪
用した人権
侵害に関す
る問題

個人情報の
管理と漏洩
に関する問
題

職業にかか
わる差別の
問題

146 385 427 511 368 332 282 428 428 234
12.2% 32.3% 35.8% 42.8% 30.8% 27.8% 23.6% 35.9% 35.9% 19.6%

71 149 120 124 103 105 --- --- --- 82
25.0% 52.5% 42.3% 43.7% 36.3% 37.0% --- --- --- 28.9%

58 146 112 --- 137 131 --- --- --- 84
5.6% 14.0% 10.8% --- 13.2% 12.6% --- --- --- 8.1%
53 136 102 --- 142 88 --- --- --- 79

4.3% 11.1% 8.4% --- 11.6% 7.2% --- --- --- 6.5%

HIV感染者に
関する人権
の問題

原発避難者
に対する差
別やいじめ
の問題

在日外国人
に関する人
権の問題

民族にかか
わる差別の
問題

同和地区
（同和問
題）の歴史
や起源

同和問題を
解決するた
めの運動
（解放運
動）の歴史
や現状

部落差別
（結婚差別
や就職差別
など）の現
れ方や差別
事件

同和教育の
理念や現況

その他 特にない 集計母数

108 170 188 121 136 97 143 95 11 118 1,193
9.1% 14.2% 15.8% 10.1% 11.4% 8.1% 12.0% 8.0% 0.9% 9.9% 100.0%
29 --- 51 57 67 46 65 56 6 4 284

10.2% --- 18.0% 20.1% 23.6% 16.2% 22.9% 19.7% 2.1% 1.4% 100.0%
53 --- 82 70 102 79 95 46 4 11 1,040

5.1% --- 7.9% 6.7% 9.8% 7.6% 9.1% 4.4% 0.4% 1.1% 100.0%
60 --- 88 58 96 57 87 54 3 3 1,220

4.9% --- 7.2% 4.8% 7.9% 4.7% 7.1% 4.4% 0.2% 0.2% 100.0%

※2013年調査は、質問31で、「（もっと）学習したいと思う」と回答した方に対し、自身が学習したいと思っている人権問題に関する分野・内容（複数回答）について質問しています。

2003年調査

2018年調査

2013年調査

2008年調査

2018年調査

■過去３回の調査と比較すると、「（もっと）学習したいと思
う」は前回に比べて0.4ポイント減少し、今回が最も少ない。
「一応の理解を持っているつもりなので、あまり学習する気はな
い」は1.7ポイント増加、「自分には関係のないことなので、学
習する気はない」は1.4ポイント減少している。
■年齢別にみると、「（もっと）学習したいと思う」は年齢が上
がるにつれて減少している。

2013年調査

2008年調査

2018年調査

2003年調査

2013年調査

2008年調査

2003年調査

■年齢別にみると、いず
れの年代でも「子どもに
関する人権の問題」が多
く、30歳代が最も多い。
60歳代以下では「個人情
報の管理と漏洩に関する
問題」や「インターネッ
トを悪用した人権侵害に
関する問題」、「女性に
関する人権の問題」も多
く、20歳代では「LGBTな
ど性的マイノリティに関
する人権の問題」も他の
年齢に比べて多くなって
いる。60歳代と70歳代以
上では「高齢者に関する
人権の問題」が多い。

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

（もっと）学習したいと思う

一応の理解を持っているつもりなので、

あまり学習する気はない

自分には関係のないことなので、学習する気はない

無回答

2003年調査 2008年調査 2013年調査 2018年調査

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

「世界人権宣言」「国際人権規約」「児童の権利に関する条約」

「人権教育のための世界プログラム」などの理念

差別意識や偏見の構造

女性に関する人権の問題

子どもに関する人権の問題

障害者やその家族に関する人権の問題

高齢者に関する人権の問題

ＬＧＢＴなど性的マイノリティに関する人権の問題

インターネットを悪用した人権侵害に関する問題

個人情報の管理と漏洩に関する問題

職業にかかわる差別の問題

HIV感染者に関する人権の問題

原発避難者に対する差別やいじめの問題

在日外国人に関する人権の問題

民族にかかわる差別の問題

同和地区（同和問題）の歴史や起源

同和問題を解決するための運動（解放運動）の歴史や現状

部落差別（結婚差別や就職差別など）の現れ方や差別事件

同和教育の理念や現況

その他

特にない

2003年調査 2008年調査 2013年調査 2018年調査
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